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中 18 練馬区立石神井中学校 

令和４年度 第２学年 国語科 年間指導計画・評価計画（年間１４０時間） 

目標 
・課題意識をもって話を聞いたり、文章を読んだりして、自分のものの見方や考え方を深める。 

・自分の考えを明確にし、目的や場面に応じて話したり、論理的に文章を書いたりすることができる。 

評価の観点 知・技 知識・技能 思・判・表 思考・判断・表現 主 主体的に学習に取り組む態度 

月 題材名●学習目標 時 単元のねらい 評価規準 評価方法 

4 

名づけられた葉【読む（詩）】◇ 

●詩のリズムを感じ取りながら音読し，表現

の効果について考える。（Ｃエ） 

●詩にこめられたものの見方を捉える。（Ｃ

オ） 
３ 

1 詩のリズムを感じ取りながら

音読し，表現の効果につい

て考える。 

2 詩にこめられたものの見方

を捉える。 

 

知・技・類義語と対義語，同音異義語や多義的な意味を表す語句など

について理解し，話や文章の中で使うことをとおして，語感を磨き語彙を

豊かにしている。（(1)エ） 

思・判・表・「読むこと」において，文章を読んで理解したことや考えたこと

を知識や経験と結びつけ，自分の考えを広げたり深めたりしている。（Ｃ

オ） 

主・進んで自分の考えを広げたり深めたりし，学習課題にそって考えを伝

え合おうとしている。 

観察 

テスト 

音読 

暗誦 

ワークシート 

スピーチ 

提出物 

作文 

ワーク 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

セミロングホームルーム 

【読む（小説）】 

●人物の設定の仕方を捉え，表現や構成

の工夫とその効果について考える。（Ｃア，

Ｃエ） 

●作品を読んで考えたことを共有し，自分

の考えを広げたり深めたりする。（Ｃオ） 

４ 

1 作品を読んで感じたことを

共有する。 

2 人物の設定の仕方を捉え

る。 

3 人物の言動の意味や役割

について考える。 

4 表現や構成の工夫とその

効果について考えを深め

る。 

 

知・技・情報と情報との関係のさまざまな表し方を理解し使っている。

（(2)イ） 

思・判・表・「読むこと」において，文章全体と部分との関係に注意しなが

ら，登場人物の設定の仕方などを捉えている。（Ｃア） 

主・進んで登場人物の設定の仕方などを捉え，学習課題にそって考えを

伝え合おうとしている。 

 

言葉発見①敬語の意味と種類 

●敬語のはたらきについて理解し，使う。

（知・技（1）カ） 
1 

1 「丁寧語」「尊敬語」「謙譲

語」の違いを理解する。 

2 「確かめよう」の課題に取り 

知・技・敬語のはたらきについて理解し，話や文章の中で使っている。

（（1）カ） 

主・進んで敬語のはたらきについて理解し，学習したことを生かして課題

に取り組もうとしている。 

5 

グループディスカッション☆ 

互いの考えを尊重しながら 

話し合いを深める【話す・聞く】 

●互いの立場や考えを尊重しながら話し

合いを深めるための方法を理解し，活用す

る。（Ａオ） 

●相手の考えと比較しながら聞き，自分の

考えをまとめる。（Ａエ） 

４ 

 

1 互いの立場や考えを尊重し

ながら話し合いを深めるた

めの方法を理解する。 

2 話し合いを深めるための方

法を，グループディスカッ

ションで活用する。 

3 相手の考えと比較しながら

聞き，自分の考えをまとめ

る。 

 

知・技・意見と根拠，具体と抽象など情報と情報との関係について理解し

ている。（(2)ア） 

思・判・表・「話すこと・聞くこと」において，互いの立場や考えを尊重しな

がら話し合い，結論を導くために考えをまとめている。（Ａオ） 

主・積極的に互いの立場や考えを尊重しながら，学習の見通しをもって

議論や討論をしようとしている。 

 

漢字を身につけよう➊ 

●常用漢字の読み・書きについて理解を

深める。（知・技（1）ウ） 
1 

1 中学校で学習する漢字を

読む。 

2 中学校で新しく学習する読

みを学ぶ 

知・技・第 1 学年までに学習した常用漢字に加え，その他の常用漢字の

うち 350 字程度から 450 字程度までの漢字を読んでいる。また，学年別

漢字配当表に示されている漢字を書き，文や文章の中で使っている。

（（1）ウ） 

主・進んで常用漢字について理解を深め，学習したことを生かして課題に

取り組もうとしている。 

6 

◆ 

発展的な論の展開 

じゃんけんは，なぜグー・チョキ・パーの三

種類なのか【読む（説明）】 

●文章の構成や論理の展開の仕方を捉え

る。（Ｃエ） 

1 

1 文章の構成や論理の展開

の仕方を捉える。 

 

（※「人間は他の星に住むことができるのか」と合わせて評価する。） 



2 

月 題材名●学習目標 時 単元のねらい 評価規準 評価方法 

 

人間は他の星に住むことができるのか【読

む（説明）】 

●主張と例示との関係に着目して読み，内

容を理解する。（Ｃア） 

●文章を読み，構成や論理の展開とその

効果について考える。（Ｃエ） 

 

4 

1 主張と例示との関係に着目

して読み，内容を理解す

る。 

2 文章の構成や論理の展

開，その効果について考え

る。 

3 筆者の考えを捉え，話し

合って自分の考えを深め

る。 

知・技・意見と根拠，具体と抽象など情報と情報との関係について理解し

ている。（(2)ア） 

思・判・表・「読むこと」において，観点を明確にして文章を比較するなど

し，文章の構成や論理の展開，表現の効果について考えている。（Ｃエ） 

主・進んで文章の構成や論理の展開について考え，学習課題にそって

理解したことや考えたことを説明しようとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観察 

テスト 

音読 

暗誦 

ワークシート 

スピーチ 

提出物 

作文 

ワーク 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手紙・メール◇ 

心をこめてわかりやすく書く【書く】 

●相手に伝えたい事柄や気持ちを明確に

して，手紙の形式をふまえて書く。（Ｂイ） 

●内容が正しくわかりやすく伝わるように，

読み手の立場に立って読み返し，文章を

整える。（Ｂエ） 

 

4 

1 伝える相手を決め，伝えた

い事柄や気持ちを明確にす

る。 

2 手紙の形式をふまえて下

書きをする。 

3 読み手の立場に立って読

み返し，推敲して文章を整

える。 

4 丁寧に清書し，確認して投

函（送信）する。 

 

知・技・敬語のはたらきについて理解し，話や文章の中で使おうとしてい

る。（(1)カ） 

思・判・表・「書くこと」において，読み手の立場に立って，表現の効果など

を確かめて，文章を整えている。（Ｂエ） 

主・粘り強く表現の効果などを確かめ，学習の見通しをもって伝えたいこ

とを相手や媒体を考慮して書こうとしている。 

 

言葉発見② 

言葉のはたらきとコミュニケーション 

●言葉には，相手の行動を促すはたらき

があることに気づく。（知・技（1）ア） 
1 

1 相手に何かをはたらきかけ

るときの表現の仕方や配慮

の示し方について考える。 

2 「確かめよう」の課題に取り

組む。 

 

知・技・言葉には，相手の行動を促すはたらきがあることに気づいている。

（（1）ア） 

主・進んで言葉のもつ相手の行動を促すはたらきについて気づき，学習

したことを生かして課題に取り組もうとしている。 

 

漢字を身につけよう➋ 

●常用漢字の読み・書きについて理解を

深める。（知・技（1）ウ） 
1 

1 中学校で学習する漢字を

読む。 

2 中学校で新しく学習する読

みを学ぶ。 

 

知・技・第 1 学年までに学習した常用漢字に加え，その他の常用漢字の

うち 350 字程度から 450 字程度までの漢字を読んでいる。また，学年別

漢字配当表に示されている漢字を書き，文や文章の中で使っている。

（（1）ウ） 

主・進んで常用漢字について理解を深め，学習したことを生かして課題に

取り組もうとしている。 

7 

短歌の世界／短歌十首 

【読む（解説/短歌）】 

●短歌のリズムや表現方法などの特徴を

もとに，短歌についての理解を深める。（Ｃ

エ） 

●情景や心情を表す語句に注意して，短

歌を読み味わう。（Ｃオ） 

 

3 

1 短歌のリズムや表現方法な

どの特徴を捉える。 

2 情景や心情を表す語句に

注意して，短歌についての

理解を深める。 

3 表現の工夫や効果をふま

えて考えを伝え合い，自分

の考えを広げたり深めたりす

る。 

 

知・技・意見と根拠，具体と抽象など情報と情報との関係について理解し

ている。（(2)ア） 

思・判・表・「読むこと」において，文章を読んで理解したことや考えたこと

を知識や経験と結びつけ，自分の考えを広げたり深めたりしている。（Ｃ

オ） 

主・進んで知識や経験と結びつけ，学習課題にそって考えたことを伝え

合おうとしている。 



3 

月 題材名●学習目標 時 単元のねらい 評価規準 評価方法 

 

短歌・俳句 表現の仕方を工夫して豊かに

表す【書く】 

●情景や感動が伝わるように，表現を工

夫して書く。（Ｂウ） 

●作品を読み合い，表現の工夫などにつ

いて意見を交流する。（Ｂオ） 

 

5 

1 題材を選び，短い文章を書

いて言葉を取り出す。 

2 情景や感動が伝わるよう

に，表現を工夫する。 

3 短歌とはじめの短い文章と

を比べ，推敲する。 

4 作品を読み合い，表現の工

夫などについて意見を交流

する。 

 

知・技・抽象的な概念を表す語句の量を増すとともに，類義語と対義語，

同音異義語や多義的な意味を表す語句などについて理解し，話や文章

の中で使うことをとおして，語感を磨き語彙を豊かにしている。（(1)エ） 

思・判・表・「書くこと」において，表現の工夫とその効果などについて，読

み手からの助言などをふまえ，自分の文章のよい点や改善点を見いだし

ている。（Ｂオ） 

主・粘り強く文章のよい点や改善点を見いだし，学習の見通しをもって短

歌や俳句を創作しようとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観察 

テスト 

音読 

暗誦 

ワークシート 

スピーチ 

 

文法の窓 1文法のまとめ 

用言の活用 

●用言の活用について理解する。（知・技

（1）オ） 

3 

1 「文法の窓 1」で動詞，形容

詞，形容動詞が後ろにつく

語によってどのように形を変

えるか考える。 

2 「文法のまとめ」「1 用言の

活用」で，用言の活用につ

いて理解する。 

3 「確認しよう1」の課題に取り

組む。 

知・技・単語の活用について理解している。（（1）オ） 

主・進んで単語の活用について理解し，学習したことを生かして課題に取

り組もうとしている。 

 

壁に残された伝言【読む（報告）】◇★ 

●文章の全体と部分との関係に着目して

読み，内容を理解する。（Ｃア） 

●文章を読んで理解したことや考えたこと

を知識や経験と結びつけ，自分の考えを

広げたり深めたりする。（Ｃオ） 

 

3 

1 文章の全体と部分との関係

に着目して読み，内容を理

解する。 

2 文章を読んで理解したこと

や考えたことを知識や経験

と結びつける。。 

3 筆者の思いをもとに，自分

の考えを広げたり深めたりす

る。 

 

知・技・抽象的な概念を表す語句の量を増すとともに，類義語と対義語，

同音異義語や多義的な意味を表す語句などについて理解し，話や文章

の中で使うことをとおして，語感を磨き語彙を豊かにしている。（(1)エ） 

思・判・表・「読むこと」において，文章を読んで理解したことや考えたこと

を知識や経験と結びつけ，自分の考えを広げたり深めたりしている。（Ｃ

オ） 

主・進んで知識や経験と結びつけ，学習課題にそって理解したことや考

えたことを説明しようとしている。 

 

私の読書体験 

生涯の友と出会う【読む】 

●本には，さまざまな立場や考え方が書か

れていることを知り，読書をとおして自分の

考えを広げたり深めたりする。（知・技（3）

エ，Ｃオ） 

2 

 

 

 

 

1 教材文を読み，感想を交

流する。 

2 本を選んで読み，自分の考

えを広げたり深めたりする。 

 

知・技・本や文章などには，さまざまな立場や考え方が書かれていること

を知り，自分の考えを広げたり深めたりする読書に生かしている。（(3)エ） 

思・判・表・「読むこと」において，文章を読んで理解したことや考えたこと

を知識や経験と結びつけ，自分の考えを広げたり深めたりしている。（Ｃ

オ） 

主・進んで自分の考えを広げたり深めたりし，学習したことを生かして本や

新聞，インターネットなどから集めた情報を活用しようとしている。 

 

漢字を身につけよう➌ 

●常用漢字の読み・書きについて理解を

深める。（知・技（1）ウ） 
1 

1 中学校で学習する漢字を

読む。 

2 中学校で新しく学習する読

みを学ぶ。 

 

知・技・第 1 学年までに学習した常用漢字に加え，その他の常用漢字の

うち 350 字程度から 450 字程度までの漢字を読んでいる。また，学年別

漢字配当表に示されている漢字を書き，文や文章の中で使っている。

（（1）ウ） 

主・進んで常用漢字について理解を深め，学習したことを生かして課題に

取り組もうとしている。 



4 

月 題材名●学習目標 時 単元のねらい 評価規準 評価方法 

9 

◆ 

１〇〇年後の水を守る【読む（評論）】★ 

●文章と図表などを結びつけて，筆者の考

えを捉える。（Ｃウ） 

●文章を読んで理解したことと，知識や経

験とを結びつけて，自分の考えを広げる。

（Ｃオ） 

 

4 

1 本文を読んで内容を捉え

る。 

2 文章と図表を結びつけて内

容を捉え，図表の効果を考

える。 

・図表が果たしている役割につ

いて，本文との対応に着目

して考える。 

3 筆者の考えを捉え，話し

合って自分の考えを深め

る。 

4 文章を読んで理解したこと

と，知識や経験とを結びつ

けて，考えを広げる。 

知・技・情報と情報との関係のさまざまな表し方を理解し使っている。

（(2)イ） 

思・判・表・「読むこと」において，文章と図表などを結びつけ，その関係を

ふまえて内容を解釈している。（Ｃウ） 

主・進んで文章と図表などを結びつけて内容を解釈し，学習課題にそっ

て考えたことを文章にまとめようとしている。 

提出物 

作文 

ワーク 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

言葉発見③上位語・下位語 

●上位語・下位語の関係について理解を

深める。（知・技（1）エ） 
1 

1 上位語・下位語の関係につ

いて理解を深める。 

2 「確かめよう」の課題に取り

組む。 

知・技・抽象的な概念を表す語句の量を増し，語感を磨き語彙を豊かに

している。（（1）エ） 

主・進んで抽象的な概念を表す語句の量を増し，学習したことを生かし

て課題に取り組もうとしている。 

 

プレゼンテーション資料や機器を活用して

効果的に発表する【話す・聞く】 

●社会生活の中から題材を探し，根拠の

適切さや論理の展開などに注意して，話の

構成を工夫する。（Ａア，Ａイ） 

●話し手の意図や話の内容をわかりやすく

伝えるために，資料や機器を効果的に活

用して表現を工夫する。（Ａウ） 

5 

1 社会生活の中から題材を

決め，内容を考える。 

2 聞き手にわかりやすく伝える

ために必要な情報を収集す

る。 

3 資料や機器を効果的に活

用して表現を工夫する。 

4 相手や目的に応じた伝え方

を工夫してプレゼンテーショ

ンを行う。 

 

知・技・意見と根拠，具体と抽象など情報と情報との関係について理解し

ている。（(2)ア） 

思・判・表・「話すこと・聞くこと」において，資料や機器を用いるなどして，

自分の考えがわかりやすく伝わるように表現を工夫している。（Ａウ） 

主・積極的に資料や機器を用い，学習の見通しをもって説明や提案をし

ようとしている。 

 

漢字を身につけよう➍ 

●常用漢字の読み・書きについて理解を

深める。（知・技（1）ウ） 
1 

1 中学校で学習する漢字を

読む。 

2 中学校で新しく学習する読

みを学ぶ。 

 

知・技・第 1 学年までに学習した常用漢字に加え，その他の常用漢字の

うち 350 字程度から 450 字程度までの漢字を読んでいる。また，学年別

漢字配当表に示されている漢字を書き，文や文章の中で使っている。

（（1）ウ） 

主・進んで常用漢字について理解を深め，学習したことを生かして課題に

取り組もうとしている。。 

10 

★枕草子・徒然草【読む（古文）】 

●自然や人間に対する，筆者のものの見

方や感じ方を捉える。（Ｃエ） 

●古人の心情を現代の自分たちとの対比

の中で読み取る。（Ｃオ） 

 

4 

1 本文を通読し，内容を捉え

る。 

2 「枕草子」について，筆者の

ものの見方や感じ方を捉え

る。 

3 「徒然草」について，筆者の

ものの見方や感じ方を捉え

る。 

4 古人の心情を現代の自分

たちとの対比の中で読み取

る。 

 

知・技・作品の特徴を生かして朗読するなどして，古典の世界に親しんで

いる。（(3)ア） 

思・判・表・「読むこと」において，文章を読んで理解したことや考えたこと

を知識や経験と結びつけ，自分の考えを広げたり深めたりしている。（Ｃ

オ） 

主・進んで理解したことや考えたことを知識や経験と結びつけ，学習課題

にそって考えを伝え合おうとしている。 



5 

月 題材名●学習目標 時 単元のねらい 評価規準 評価方法 

 

私の「枕草子」「徒然草」【書く】 

●日常生活や社会生活の中から題材を決

めて，伝えたいことを明確にする。（Ｂア） 

●読み手の立場に立って，表現の効果を

考えながら文章を整える。（Ｂエ） 

 

2 

1 日常生活や社会生活の中

から題材を決めて，伝えた

いことを明確にする。 

2 読み手の立場に立って，表

現の効果を考えながら文章

を整える。 

 

知・技・抽象的な概念を表す語句の量を増すとともに，類義語と対義語，

同音異義語や多義的な意味を表す語句などについて理解し，話や文章

の中で使うことをとおして，語感を磨き語彙を豊かにしている。（(1)エ） 

思・判・表・「書くこと」において，目的や意図に応じて，社会生活の中から

題材を決めている。（Ｂア） 

主・粘り強く伝えたいことが明確になるように工夫し，学習の見通しをもっ

て感じたことを書こうとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観察 

テスト 

音読 

暗誦 

ワークシート 

スピーチ 

提出物 

作文 

ワーク 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平家物語 【読む（古文）】 

●語句の意味に注意しながら音読し，古

典のリズムを味わう。（知・技（3）ア） 

●場面や状況を捉え，登場人物の考え方

について，自分の考えをもつ。（Ｃイ，Ｃエ，

Ｃオ） 

 

5 

1 語句の意味に注意しながら

音読し，古典のリズムを味

わう。 

2 場面や状況を捉え，登場

人物の行動や心情について

考えを共有する。 

3 古典に表れたものの見方や

考え方を捉え，自分の考え

をまとめる。 

 

知・技・作品の特徴を生かして朗読するなどして，古典の世界に親しんで

いる。（(3)ア） 

思・判・表・「読むこと」において，観点を明確にして文章を比較するなど

し，文章の構成や論理の展開，表現の効果について考えている。（Ｃエ） 

主・進んで文章の構成や論理の展開などを捉え，学習課題にそって考え

を伝え合おうとしている。 

 

漢詩の世界【読む（漢文）】 

漢文の読み方 漢詩の形式 

●漢詩の表現やリズムを捉え，読みを味わ

う。（知・技（3）ア，Ｃエ） 

●漢詩に描かれた情景を捉え，古人の心

情を想像する。（知・技（3）イ，Ｃオ） 

 

3 

1 漢詩の表現やリズムを捉

え，読み味わう。 

2 作者の状況を捉え，心情を

想像する。 

3 描かれた情景を捉え，表現

の効果を考える。 

 

知・技・作品の特徴を生かして朗読するなどして，古典の世界に親しんで

いる。（(3)ア） 

思・判・表・「読むこと」において，観点を明確にして文章を比較するなど

し，文章の構成や論理の展開，表現の効果について考えている。（Ｃエ） 

主・進んで文章の構成や表現の効果について考え，学習課題にそって

考えたことを伝え合っている。 

 

漢字のしくみ 1 熟語の構成・熟字訓 

●熟語の構成・熟字訓について理解を深

める。（知・技（1）ウ） 
1 

1 二字熟語の構成の型を理

解する。 

2 熟字訓について理解を深め

る。 

3 「確かめよう」の課題に取り

組む。 

知・技・第 1 学年までに学習した常用漢字に加え，その他の常用漢字の

うち 350 字程度から 450 字程度までの漢字を読んでいる。（（1）ウ） 

主・進んで常用漢字について理解を深め，学習したことを生かして課題に

取り組もうとしている。 

 

漢字を身につけよう➎ 

●常用漢字の読み・書きについて理解を

深める。（知・技（1）ウ） 
1 

1 中学校で学習する漢字を

読む。 

2 中学校で新しく学習する読

みを学ぶ。 

 

知・技・第 1 学年までに学習した常用漢字に加え，その他の常用漢字の

うち 350 字程度から 450 字程度までの漢字を読んでいる。また，学年別

漢字配当表に示されている漢字を書き，文や文章の中で使っている。

（（1）ウ） 

主・進んで常用漢字について理解を深め，学習したことを生かして課題に

取り組もうとしている。 

11 

◆ 

複数の情報を関連づけて 

考えをまとめる【情報】 

共生社会に関するデータ【読む（図表）】 

自立とは「依存先を増やすこと」 

【読む（解説）】 

●意見と根拠のなどの関係に注意して，互

いの立場や考えを尊重しながら話し合い，

考えをまとめる。（知・技（2）ア，Ａオ） 

●文章を読んで理解したことや考えたこと

を知識や経験と結びつけ，自分の考えを

広げたり深めたりする。（知・技（2）イ，Ｃイ，

Ｃウ，Ｃオ） 

５ 

1 資料Ａ「共生社会に関する

データ」のグラフ 3 点を読み

取る。 

2 グラフから読み取ったことを

もとに，課題について話し合

う。 

知・技・意見と根拠，具体と抽象など情報と情報との関係について理解し

ている。（（2）ア） 

思・判・表・「話すこと・聞くこと」において，互いの立場や考えを尊重しな

がら話し合い，結論を導くために考えをまとめている。（Ａオ） 

主・積極的に情報と情報との関係に注意して内容を解釈し，学習の見通

しをもって話し合い，考えをまとめようとしている。 

1 資料Ｂ「自立とは『依存先を

増やすこと』」を読む。 

2 筆者の考えを整理する。 

1 資料Ａと資料Ｂを関連づけ

る。 

2 課題について，自分の考え

をまとめる。 



6 

月 題材名●学習目標 時 単元のねらい 評価規準 評価方法 

1 グループで話し合って，考

えを深める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観察 

テスト 

音読 

暗誦 

ワークシート 

スピーチ 

提出物 

作文 

ワーク 

 

 

投稿文 情報を関連づけて 

根拠を明確に示す【書く】 

●多様な方法で集めた材料を整理し，伝

えたいことを明確にする。（Ｂア） 

●自分の意見と根拠を明確にして，説得

力のある文章を書く。（知・技（2）ア，Ｂオ） 

4 

1 課題について自分の考えを

まとめる。 

2 構成を考えて投稿文を書

く。 

3 推敲する。 

4 交流する。 

知・技・意見と根拠，具体と抽象など情報と情報との関係について理解し

ている。（(2)ア） 

思・判・表・「書くこと」において，多様な方法で集めた材料を整理し，伝え

たいことを明確にしている。（Ｂア） 

主・粘り強く材料を整理して伝えたいことを明確にし，学習の見通しをもっ

て投稿文を書こうとしている。 

 

文法の窓 2 文法のまとめ 

助詞・助動詞のはたらき 

●助詞･助動詞のはたらきや文の構成につ

いて理解する。（知・技（1）オ） 

3 

1 「文法の窓 2」で助詞・助動

詞の特徴について考える。 

2 「文法のまとめ」「2 助詞・助

動詞のはたらき」で，助詞・

助動詞のはたらきや種類に

ついて理解する。 

3 「文法のまとめ」「3 文の成

分の順序と照応」で，文の

成分の順序や照応について

理解する。 

4 「文法のまとめ」「4 文の種

類」で，単文，複文，重文の

特徴について理解する。 

5 「確認しよう2」の課題に取り

組む。 

知・技・助詞や助動詞などのはたらき，文の成分の順序や照応など文の

構成について理解するとともに，話や文章の構成や展開について理解を

深めている。（（1）オ） 

主・進んで助詞や助動詞などのはたらきや文の構成について理解し，学

習したことを生かして課題に取り組もうとしている。 

 

漢字を身につけよう➏ 

●常用漢字の読み・書きについて理解を

深める。（知・技（1）ウ） 
1 

1 中学校で学習する漢字を

読む。 

2 中学校で新しく学習する読

みを学ぶ。 

 

知・技・第 1 学年までに学習した常用漢字に加え，その他の常用漢字の

うち 350 字程度から 450 字程度までの漢字を読んでいる。また，学年別

漢字配当表に示されている漢字を書き，文や文章の中で使っている。

（（1）ウ） 

主・進んで常用漢字について理解を深め，学習したことを生かして課題に

取り組もうとしている。 

12 

大阿蘇【読む（詩）】 

●詩の表現技法とその効果を理解し，描

かれた情景を読み取る。（Ｃエ） 

●眼前に展開する自然の姿を捉え，想像

豊かに朗読する。（Ｃオ） 

 

2 

1 描かれた情景を想像して音

読し，眼前に展開する自然

の姿を捉える。 

2 詩の表現技法とその効果を

理解し，想像豊かに朗読す

る。 

知・技・類義語と対義語，同音異義語や多義的な意味を表す語句など

について理解し，話や文章の中で使うことをとおして，語感を磨き語彙を

豊かにしている。（(1)エ） 

思・判・表・「読むこと」において，文章の構成や表現の効果について考え

ている。（Ｃエ） 

主・進んで表現の効果について考え，学習課題にそって考えを伝え合お

うとしている。 

 

言葉発見④ 類義語・対義語，多義語 

●類義語・対義語，多義語について理解

する。（知・技（1）エ） 
1 

1 類義語・対義語について理

解する。 

2 多義語について理解する。 

3 「確かめよう」の課題に取り

組む。 

知・技・類義語と対義語，多義的な意味を表す語句などについて理解

し，話や文章の中で使うことをとおして，語感を磨き語彙を豊かにしてい

る。（（1）エ） 

主・進んで類義語と対義語，多義的な意味を表す語句などについて理

解し，学習したことを生かして課題に取り組もうとしている。 

小さな手袋 【読む（小説）】 

●登場人物の人物像と相互関係を捉え

る。（Ｃア） 

●主人公の言動に着目し，その意図や心

情を読み深める。（Ｃイ） 
 

4 

1 作品の設定と時間の流れ

を捉える。 

2 登場人物の相互関係を捉

える。 

3 登場人物の人物像を捉え，

心情について考える。 

4 主人公の言動に着目し，そ

の意図や心情を読み深め

る。 

知・技・情報と情報との関係のさまざまな表し方を理解し使っている。

（(2)イ） 

思・判・表・「読むこと」において，登場人物の言動の意味などについて考

えて，内容を解釈している。（Ｃイ） 

主・進んで登場人物の言動の意味などについて考え，学習課題にそって

考えを伝え合おうとしている。 



7 

月 題材名●学習目標 時 単元のねらい 評価規準 評価方法 

読書活動ビブリオバトル【話す・聞く】 

●自分の立場や考えが明確になるように，

根拠の適切さや論理の展開などに注意し

て，話の構成を工夫する。（A ア，Ａイ） 
 

2 

1 話の構成を工夫して，紹介

する内容をまとめる。 

2 ビブリオバトルを行う。 

知・技・意見と根拠，具体と抽象など情報と情報との関係について理解し

ている。（(2)ア） 

思・判・表・「話すこと・聞くこと」において，自分の立場や考えが明確にな

るように，根拠の適切さや論理の展開などに注意して，話の構成を工夫し

ている。（Ａイ） 

主・積極的に話の構成を工夫し，学習の見通しをもって提案しようとして

いる。 

 

創作文 読みたくなるしくみを工夫する【書

く】 

●作品の魅力や特徴が効果的に伝わるよ

うに，描写や展開など工夫して書く。（Ｂイ） 

●作品を読み合い，表現の工夫やもとの

作品の生かし方などについて意見を交流

し，自分の考えを広げる。（Ｂオ） 

 

5 

1 創作のもとにする作品と創

作コースを選ぶ。 

2 作品の魅力や特徴につい

て研究する。 

3 作品の特徴や魅力が伝わ

るように創作する。 

4 作品を発表し，意見交流を

とおして考えを広げる。 

 

知・技・抽象的な概念を表す語句の量を増すとともに，類義語と対義語，

同音異義語や多義的な意味を表す語句などについて理解し，話や文章

の中で使うことをとおして，語感を磨き語彙を豊かにしている。（(1)エ） 

思・判・表・「書くこと」において，伝えたいことがわかりやすく伝わるように，

段落相互の関係などを明確にし，文章の構成や展開を工夫している。（Ｂ

イ） 

主・粘り強く文章の構成や展開を工夫し，学習の見通しをもって感じたこ

とや想像したことを書こうとしている。 

 

漢字を身につけよう➐ 

●常用漢字の読み・書きについて理解を

深める。（知・技（1）ウ） 
1 

1 中学校で学習する漢字を

読む。 

2 中学校で新しく学習する読

みを学ぶ。 

知・技・第 1 学年までに学習した常用漢字に加え，その他の常用漢字の

うち 350 字程度から 450 字程度までの漢字を読んでいる。また，学年別

漢字配当表に示されている漢字を書き，文や文章の中で使っている。

（（1）ウ） 

主・進んで常用漢字について理解を深め，学習したことを生かして課題に

取り組もうとしている。 

1 

動物園でできること【読む（評論）】 

●文章の全体と部分との関係や，主張と

例示との関係に注意して，筆者の主張を

捉える。(Ｃア，Ｃエ) 

●動物園に関する筆者の主張について，

知識や経験と結びつけて自分の考えを深

める。(Ｃオ) 

 

4 

 

 

1 文章全体の構成と要旨を

捉える。 

2 「学びの場」としての動物園

の取り組みについて，本文

の内容を整理する。 

3 主張と例示の関係に注意し

て，筆者の主張を捉える。 

4 筆者の主張について，自分

の考えを深める。 

 

知・技・意見と根拠，具体と抽象など情報と情報との関係について理解し

ている。（(2)ア） 

思・判・表・「読むこと」において，文章全体と部分との関係に注意しなが

ら，主張と例示との関係などを捉えている。（Ｃア） 

主・進んで主張と例示との関係などを捉え，学習課題にそって理解したこ

とを説明しようとしている。 

 

漢字のしくみ 2 熟語の読み 

●熟語の読みについて理解を深める。

（知・技（1）ウ） 

1 

1 熟語の読みを音と訓の組み

合わせのパターンから分類

的に理解する。 

2 同音異義語について理解

する。 

3 「確かめよう」の課題に取り

組む。 

知・技・第 1 学年までに学習した常用漢字に加え，その他の常用漢字の

うち 350 字程度から 450 字程度までの漢字を読んでいる。（（1）ウ） 

 

論説文 構成を工夫して考えを伝える【書

く】 

●伝えたい事柄がわかりやすく伝わるよう

に，文章の構成や展開を工夫して書く。（Ｂ

イ） 

●根拠の適切さや表現の効果を考えて説

得力のある文章を書く。（Ｂウ） 

5 

1 課題について，自分の考え

をまとめる。 

2 伝えたい事柄がわかりやす

く伝わるように，文章の構成

や展開を工夫する。 

3 根拠の適切さや表現の効

果を考えて説得力のある文

章を書き，読み合う。 

知・技・意見と根拠，具体と抽象など情報と情報との関係について理解し

ている。（(2)ア） 

思・判・表・「書くこと」において，根拠の適切さを考えて説明や具体例を

加えたり，表現の効果を考えて描写したりするなど，自分の考えが伝わる

文章になるように工夫している。（Ｂウ） 

主・粘り強く自分の考えが伝わるように工夫し，学習の見通しをもって自

分の考えを書こうとしている。 



8 

月 題材名●学習目標 時 単元のねらい 評価規準 評価方法 

 

漢字を身につけよう➑ 

●常用漢字の読み・書きについて理解を

深める。（知・技（1）ウ） 
1 

1 中学校で学習する漢字を

読む。 

2 中学校で新しく学習する読

みを学ぶ。 

 

知・技・第 1 学年までに学習した常用漢字に加え，その他の常用漢字の

うち 350 字程度から 450 字程度までの漢字を読んでいる。また，学年別

漢字配当表に示されている漢字を書き，文や文章の中で使っている。

（（1）ウ） 

主・進んで常用漢字について理解を深め，学習したことを生かして課題に

取り組もうとしている。 

2 

◆ 

走れメロス 【読む（小説）】 

●人物の言動の意味を考え，人物像とそ

の変化を捉える。（Ｃイ，Ｃオ） 

●工夫された表現に着目して，文体の特

徴を捉えて読み味わう。（Ｃエ）  

5 

1 人物設定と物語の展開を

捉える。 

2 工夫された表現に着目し

て，文体の特徴を捉えて読

み味わう。 

3 人物の言動の意味を考え，

人物像とその変化を捉え

る。 

4 登場人物の人物像につい

て考えを深める。 

知・技・意見と根拠，具体と抽象など情報と情報との関係について理解し

ている。（(2)ア） 

思・判・表・「読むこと」において，文章の構成や表現の効果について考え

ている。（Ｃエ） 

主・進んで登場人物の表現の効果について考え，学習課題にそって考え

を伝え合おうとしている。 

 

漢字を身につけよう➒ 

●常用漢字の読み・書きについて理解を

深める。（知・技（1）ウ） 
1 

1 中学校で学習する漢字を

読む。 

2 中学校で新しく学習する読

みを学ぶ。 

知・技・第 1 学年までに学習した常用漢字に加え，その他の常用漢字の

うち 350 字程度から 450 字程度までの漢字を読んでいる。また，学年別

漢字配当表に示されている漢字を書き，文や文章の中で使っている。

（（1）ウ） 

主・進んで常用漢字について理解を深め，学習したことを生かして課題に

取り組もうとしている。 

3 

情報誌 地域の魅力を振り返って 

【話す・聞く】【書く】  

●集めた材料を整理し，伝える内容を検

討するために編集会議を開き，話し合って

考えをまとめる。（Ａア，Ａオ） 

●地域の特色などについて，取材や調査

で集めた情報を，効果的な表現になるよう

に工夫して文章にまとめる。（Ｂア，Ｂエ） 

8 

 

 

 

 

 

 

1 編集会議を開き，企画を立

てる。 

2 情報収集を行い，レイアウト

を決める。 

3 記事を書いて誌面を作り，

発表会を開く。 

 

知・技・意見と根拠，具体と抽象など情報と情報との関係について理解し

ている。（(2)ア） 

思・判・表・「話すこと・聞くこと」において，異なる立場や考えを想定しな

がら集めた材料を整理し，伝え合う内容を検討している。（Ａア） 

主・積極的に伝え合う内容を検討し，粘り強く表現の効果などを確かめ，

学習の見通しをもって情報誌を作ろうとしている。 

 歌の言葉 365 日の紙飛行機 
- - - 

通

年 

書写◇ 

２０ 

硬筆・・・日本生活のいろいろ

な場面に応用できる美しい

文字の書き方を学ぶ 

毛筆･･･基本点画をもう一度

練習しながら、さらに上級の

課題に取り組んでいく。 

丁寧に美しい文字を書くという目標を達成している。 

 

◆＝定期考査  ◇＝道徳  ★＝オリパラ  ☆＝人権 
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評価計画（各観点の評価方法） 

観点 ① 知識・技能 ② 思考・判断・表現 ③ 主体的に学習に取り組む態度 

観 

点 

の 

趣 

旨 

社会生活に必要な国語の知識や技能

を身に付けているとともに、我が国の言

語文化に親しんだり理解したりしている。 

「話すこと・聞くこと」、「書くこと」「読むこ

と」の各領域において、論理的に考える

力や共感したり想像したりする力を養

い、社会生活における人との関わりの中

で伝え合う力を高め、自分の思いや考

えを広げたり深めたりしている。 

言葉を通じて積極的に人と関わったり、

思いや考えを広げたり深めたりしながら、

言葉が持つ価値を認識しようとしている

とともに、読書を生活に役立て、言葉を

適切に使おうとしている。 

評 

価 

の 

方 

法 

・提出物 

(ワークシート、作文) 

・書写 

・小テスト、定期テスト 

・提出物 

(ワークシート、感想、作文) 

・発表 

(スピーチ、ディスカッション) 

・小テスト、定期テスト 

・授業態度(自己評価を含む) 

・発言内容 

・提出物 

(ワークシート、感想、作文、 

振り返りシートなど） 

・小テスト、定期テスト 

 

学習のアドバイス 

（１）授業態度 

・積極的に発言をするなど、進んで授業に参加している。 

・分からないところは自ら先生に質問したり、調べたりする。 

・集中して授業に臨み、先生の話や仲間の意見から学ぼうとしている。 

・板書されたものをノートに書くだけでなく、先生の話や仲間の意見からメモをとる。 

（２）提出物           

・提出物を計画的に行い、期日を守って提出する。 

（３）単元ごとのふりかえり    

・自分の課題を把握して、それを改善しようとする。 

・学習したことを次の単元に生かそうとする。 

 


